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６）摘蕾（てきらい）の方法

７）開花後の管理方法（栽培後約１ヶ月）

●かん水
乾燥には弱い植物です。生育ステージに

より水分の要求量が変化します。
生育初期はかん水量は少なく、中期から

開花期に向けて増やしていきます。
基本は乾いてきたらたっぷり与えます。

鉢を持ち上げて土中の水分量を確認すると
分かりやすいです。翌日以降の天候も考慮
して行うとよいでしょう。

風が強く日当たりが良い日は土が乾きま
す。また開花すると花弁から水分が多く蒸
散します。

冬季は地上部が枯れても根は活動してい
るので１週間に１度ほどかん水を行い腐葉
土などを根元に敷くと翌年も良い苗が取れ
ます。

●花がら取り 
花弁が変色してきたら、蕾を残し早めに摘

み取るのが長く花を楽しむコツです。
結実するとつぎ花の開花が遅れます。

●摘蕾

摘心をすると、1本の枝から3～4本のわ
き芽が発生し、その先端に4～5ヶの蕾が
できます。
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1枝に1つの蕾だけ残し他の
蕾は取り除きます。蕾が小さ
いうちに、取ると残した蕾に栄
養がいき成長が進みます。

�Ù� �ï�Ä

1枝目ピンチ

3枝目

2枝目
　　残す蕾
　　取り除く蕾
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●おもな病害虫
★病気名　　　　発生時期 ★害虫名
　　黒 斑 病　　9～10月 　アブラムシ　　全期間
　　白サビ病　　9～10月 　ハダニ　　　　全期間
　　黒サビ病　　9～10月 　スリップス　　全期間
　　※参考農薬　ベンレート・ダコニール 　ヨトウムシ　　8～10月
 　※参考農薬　カルホス・スプラサイド・オルトラン

農薬は「花き類」の登録のあるもので使用基準を守り安全面に十分注意してください。

＜菊は短日植物＞
キク科の植物の多くは短日植物で、昼の時間が短くなって花芽をつけます。照明が近くにあると昼の時

間がまだ長いと判断して花芽をつけなくなります。一年を通して日当たりで管理します。寒さには強いの
で戸外で越冬できます。

●花が終わったら
花が咲き終わったら、茎を株元から短く切り戻します。この状態で冬越しをさせて、次の年の親木と

して育てます。
春を迎え、暖かくなって根元から芽が出てきたら大切に育ててさし穂を育てましょう。

●植物生育調節剤
有用植物の成長や発育をコントロールして、品質を高めたり、収量を上げたり、不良条件でも収量を安

定させたり、生産上の労力を省いたりするために用いる薬剤を指します。農薬登録の上では「植物成長調
整剤」となっています。

農薬登録されている植物生育調節剤の主な成分には、植物ホルモンや、それと類似した活性のある有
機化合物（生理活性物質）、無機物、天然抽出物あるいは発酵物などの複合物質があります。

花き（キク・カーネーション）節間・新梢の伸長抑制 ビーナイン水溶液
スミセブン P液剤
ボンザイフロアブル

さし木の発根促進 オキシベロン液剤
ルートン

植物生育調節剤の処理
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おわりに
今回、ポットマムを使ってさし木の栽培技術を使ったキクの栽培方法をご紹介しました。
私は、今から50年前に初めて草花栽培を菊の鉢植えで学びました。
今回の花育読本の作成にあたり、その当時を振り返ることができました。
「物言わぬ花を育てる」ことは未知の世界で、先生の指導だけが頼りでした。その時の周りの景色

も指導を受けた内容も生育プロセスも良く覚えています。
「花育」の意義は非常に大きく植物に触れる機会が少ない現代、生物に感謝出来る喜びを教えてく

れる素晴らしい手立です。
多くの方々が、この資料を活用して花や植物に関心を持ち、その花に触れて豊かな栽培活動を行っ

てくださることを願っています。

 東京都立農産高等学校　教諭　庭野　省三
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「花育活動図鑑」参考データ一覧

参考データは、「花育」ウェブサイトからダウンロードしてご使用ください。
http://www.hanaiku.gr.jp

  花育資料集

●基本的な花と緑の知識「花づくり　土づくり」

●花ごよみ366「花ことば・誕生花」

●季節の行事と花

●漢字で見る植物の名前

●全国の植物園一覧

●生活と花と緑のQ&A

●植物に関するQ&A

  花育アドバイザー

●花育アドバイザー登録制度実施要領
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花育読本・指導書
〜育てよう　楽しもう　花作り〜

キクを栽培してみよう
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